
(57)【要約】

【課題】親子式内視鏡システムにおける親内視鏡を確実

に支持し、特定の方向の自由度を有する、使い勝手の良

い内視鏡支持装置を得る。

【解決手段】下端部にキャスターを有し走行自在なポー

ルと、このポールに上下位置調節及び回動可能に支持さ

れた昇降ホルダーと、この昇降ホルダーに第一の自在継

手を介して方向を設定自在に結合された自身は屈曲不能

な剛体支持アームと、この剛体支持アームの先端部に第

二の自在継手を介して方向を設定自在に結合された内視

鏡の操作部を支持する内視鏡支持部とを有する内視鏡支

持装置。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
下 端 部 に キ ャ ス タ ー を 有 し 走 行 自 在 な ポ ー ル と 、 こ の ポ ー ル に 上 下 位 置 調 節 及 び 回 動 可 能
に 支 持 さ れ た 昇 降 ホ ル ダ ー と 、 こ の 昇 降 ホ ル ダ ー に 第 一 の 自 在 継 手 を 介 し て 方 向 を 設 定 自
在 に 結 合 さ れ た 自 身 は 屈 曲 不 能 な 剛 体 支 持 ア ー ム と 、 こ の 剛 体 支 持 ア ー ム の 先 端 部 に 第 二
の 自 在 継 手 を 介 し て 方 向 を 設 定 自 在 に 結 合 さ れ た 内 視 鏡 の 操 作 部 を 支 持 す る 内 視 鏡 支 持 部
と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 支 持 装 置 に お い て 、 上 記 内 視 鏡 支 持 部 は 、 上 記 第 二 の 自 在 継 手 に 結
合 さ れ た 直 線 案 内 部 を 有 す る 固 定 体 と 、 こ の 固 定 体 の 直 線 案 内 部 に 直 線 移 動 調 節 可 能 に 支
持 さ れ た 内 視 鏡 支 持 体 と を 有 す る 内 視 鏡 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 内 視 鏡 支 持 装 置 に お い て 、 上 記 内 視 鏡 支 持 体 は 、 内 視 鏡 の 操 作 部
を 嵌 め 込 む 嵌 込 部 と 、 こ の 嵌 込 部 に 着 脱 可 能 で 、 操 作 部 の 該 嵌 込 部 に 対 す る 脱 着 を 可 能 に
す る 蓋 体 と を 有 す る 内 視 鏡 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 支 持 装 置 に お い て 、 上 記 第 一 の 自 在 継 手 は
、 球 状 凹 部 を 有 す る 雌 型 部 と 、 こ の 球 状 凹 部 に 回 転 自 在 に 嵌 合 す る 球 状 凸 部 を 有 す る 雄 型
部 と を 有 す る ボ ー ル ジ ョ イ ン ト か ら な っ て お り 、 こ の 第 一 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト の 雌 型 部 と
雄 型 部 の い ず れ か 一 方 は 、 上 記 昇 降 ホ ル ダ ー に 固 定 さ れ 、 他 方 は 支 持 ア ー ム に 固 定 さ れ て
い る 内 視 鏡 支 持 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 支 持 装 置 に お い て 、 上 記 第 二 の 自 在 継 手 は
、 球 状 凹 部 を 有 す る 雌 型 部 と 、 こ の 球 状 凹 部 に 回 転 自 在 に 嵌 合 す る 球 状 凸 部 を 有 す る 雄 型
部 と を 有 す る ボ ー ル ジ ョ イ ン ト か ら な っ て お り 、 こ の 第 二 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト の 雌 型 部 と
雄 型 部 の い ず れ か 一 方 は 、 上 記 支 持 ア ー ム に 固 定 さ れ 、 他 方 は 内 視 鏡 支 持 部 に 固 定 さ れ て
い る 内 視 鏡 支 持 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 支 持 装 置 に 関 し 、 特 に 親 子 式 内 視 鏡 に よ る 施 術 中 に 、 親 内 視 鏡 を 支 持
す る の に 好 適 な 内 視 鏡 支 持 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 親 子 式 内 視 鏡 は 、 親 内 視 鏡 の 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 内 に 子 内 視 鏡 を 挿 入 し 、 親 内 視 鏡 の 監 視 下
で 、 子 内 視 鏡 に よ る 施 術 を 施 す た め の 内 視 鏡 シ ス テ ム と し て 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ -１ ５ ４ １ ７ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 次 の よ う な 操 作 上 の 問 題 点 が 指 摘 さ れ て い る 。 親 内 視
鏡 と 子 内 視 鏡 は 、 そ れ ぞ れ 別 の 操 作 者 （ 術 者 ） に よ っ て 操 作 さ れ る の が 通 例 で あ り 、 親 内
視 鏡 の 湾 曲 操 作 部 と 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の 開 口 部 は 把 持 部 に 設 け ら れ て い る 。 こ の た め 、 親 内
視 鏡 の 操 作 者 が 湾 曲 操 作 す る と 、 把 持 部 の 向 き が 変 わ り 、 子 内 視 鏡 の 向 き も 同 時 に 動 い て
し ま う た め 、 操 作 が し 難 い 。 逆 に 、 子 内 視 鏡 の 操 作 時 に は 、 親 内 視 鏡 の 把 持 部 が 動 い て し
ま う た め 、 処 置 が し に く い 。 特 に マ ル チ チ ャ ン ネ ル 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 操 作 者 が
３ 人 以 上 （ 補 助 者 を 含 め る と ５ 人 以 上 ） と な り 、 狭 い 室 内 に お い て は 、 以 上 の 問 題 点 が 著
し い 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 視 鏡 支 持 装 置 （ ス タ ン ド 装 置 ） と し て 、 内 視 鏡 の 挿 入 を 受 け る 患 者 の 体 の 動 き に 内 視
鏡 を 追 従 さ せ る 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。 し か し 、 こ の 支 持 装 置 は 、 内 視 鏡
を 自 由 に 追 従 さ せ る た め に 多 関 節 構 造 を 用 い た も の で あ り 、 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に 用 い
る と 、 支 持 し た 内 視 鏡 が 自 由 に 動 き 過 ぎ て 逆 に 使 い 勝 手 が 悪 い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 問 題 意 識 に 基 づ き 、 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に 用 い て 好 適 な 内 視 鏡 支 持
装 置 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 親 内 視 鏡 の 支 持 に は 、 無 用 な 自 由 度 は 不 要 ま
た は 有 害 で あ り 、 特 定 の 方 向 の 自 由 度 が あ れ ば 足 り る と い う 着 眼 に 基 づ い て な さ れ た も の
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 支 持 装 置 は 、 下 端 部 に キ ャ ス タ ー を 有 し 走 行 自 在 な ポ ー ル と 、 こ の ポ ー
ル に 上 下 位 置 調 節 及 び 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 昇 降 ホ ル ダ ー と 、 こ の 昇 降 ホ ル ダ ー に 第 一 の
自 在 継 手 を 介 し て 方 向 を 設 定 自 在 に 結 合 さ れ た 自 身 は 屈 曲 不 能 な 剛 体 支 持 ア ー ム と 、 こ の
剛 体 支 持 ア ー ム の 先 端 部 に 第 二 の 自 在 継 手 を 介 し て 方 向 を 設 定 自 在 に 結 合 さ れ た 内 視 鏡 の
操 作 部 を 支 持 す る 内 視 鏡 支 持 部 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 支 持 装 置 の 内 視 鏡 支 持 部 は 、 上 記 第 二 の 自 在 継 手 に 結 合 さ れ た 直 線 案 内
部 を 有 す る 固 定 体 と 、 こ の 固 定 体 の 直 線 案 内 部 に 直 線 移 動 調 節 可 能 に 支 持 さ れ た 内 視 鏡 支
持 体 と を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 内 視 鏡 支 持 体 は 、 内 視 鏡 の 操 作 部 を 嵌 め 込 む 嵌 込 部 と 、 こ の 嵌 込 部 に 着 脱 可 能 で 、
操 作 部 の 該 嵌 込 部 に 対 す る 脱 着 を 可 能 に す る 蓋 体 と を 有 す る こ と が 実 際 的 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 支 持 装 置 の 第 一 の 自 在 継 手 は 、 球 状 凹 部 を 有 す る 雌 型 部 と 、 こ の 球 状 凹
部 に 回 転 自 在 に 嵌 合 す る 球 状 凸 部 を 有 す る 雄 型 部 と を 有 す る ボ ー ル ジ ョ イ ン ト か ら な る こ
と が 好 ま し く 、 こ の 第 一 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト の 雌 型 部 と 雄 型 部 の い ず れ か 一 方 は 、 上 記 昇
降 ホ ル ダ ー に 固 定 す る こ と が で き 、 他 方 は 支 持 ア ー ム に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 内 視 鏡 支 持 装 置 の 第 二 の 自 在 継 手 は 、 球 状 凹 部 を 有 す る 雌 型 部 と 、 こ の 球 状 凹
部 に 回 転 自 在 に 嵌 合 す る 球 状 凸 部 を 有 す る 雄 型 部 と を 有 す る ボ ー ル ジ ョ イ ン ト か ら な る こ
と が 好 ま し く 、 こ の 第 二 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト の 雌 型 部 と 雄 型 部 の い ず れ か 一 方 は 、 上 記 支
持 ア ー ム に 固 定 す る こ と が で き 、 他 方 は 内 視 鏡 支 持 部 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 親 子 式 内 視 鏡 シ ス テ ム に お け る 親 内 視 鏡 を 確 実 に 支 持 し 、 そ の 方 向 を
自 在 に 設 定 で き る 、 使 い 勝 手 の 良 い 内 視 鏡 支 持 装 置 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 は 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 支 持 装 置 １ ０ ０ の 一 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 図 １ に 示 す よ う
に 、 親 内 視 鏡 １ １ ０ は 、 患 者 の 体 内 に 挿 入 す る 挿 入 部 １ １ １ と 、 こ の 挿 入 部 １ １ １ の 基 端
に 結 合 さ れ た 操 作 部 １ １ ２ と を 有 し て い る 。 挿 入 部 １ １ １ は 、 先 端 側 か ら 順 に 、 先 端 部 （
不 図 示 ） 、 湾 曲 部 （ 不 図 示 ） 、 可 撓 管 部 １ １ １ ａ を 有 し て お り 、 こ の 可 撓 管 部 １ １ １ ａ （
挿 入 部 １ １ １ ） は 操 作 部 １ １ ２ に 結 合 さ れ て い る 。 操 作 部 １ １ ２ の 先 端 部 側 に は 、 処 置 具
を 挿 入 す る た め の 複 数 の 挿 入 口 （ 不 図 示 ） を 有 す る 鉗 子 挿 入 部 １ １ ３ が 設 け ら れ て い る 。
挿 入 口 に は 、 略 円 筒 形 状 の 挿 入 補 助 部 材 １ １ ４ が 着 脱 自 在 に 接 続 さ れ て い る 。 挿 入 補 助 部
材 １ １ ４ は 、 先 端 部 に 親 内 視 鏡 連 結 部 １ １ ４ ａ を 有 し て お り 、 こ の 親 内 視 鏡 連 結 部 １ １ ４
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ａ を 介 し て 挿 入 口 に 接 続 さ れ る 。 挿 入 補 助 部 材 １ １ ４ 内 に は 、 観 察 物 （ 患 者 ） の 観 察 対 象
（ 病 変 部 ） を 処 置 す る 子 内 視 鏡 １ ２ ０ が 挿 入 さ れ る 。
　 挿 入 部 １ １ １ の 先 端 部 に は 、 照 明 光 を 出 射 す る 照 明 窓 （ 不 図 示 ） 、 観 察 対 象 を 結 像 す る
観 察 窓 （ 不 図 示 ） 、 子 内 視 鏡 １ ２ ０ の 先 端 部 が 突 出 す る 複 数 の 鉗 子 口 （ 不 図 示 ） が 設 け ら
れ て い る 。 鉗 子 挿 入 部 １ １ ３ の 挿 入 口 と 鉗 子 口 と の 間 は 、 操 作 部 １ １ ２ と 挿 入 部 １ １ １ 内
に 挿 入 さ れ る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル （ 不 図 示 ） を 介 し て 連 通 し て い る 。 子 内 視 鏡 １ ２ ０ は 、 大 小
関 係 と 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の 数 （ １ チ ャ ン ネ ル ） を 除 け ば 、 基 本 的 に 親 内 視 鏡 １ １ ０ と 同 一 の
構 成 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 実 施 形 態 の 内 視 鏡 支 持 装 置 １ ０ ０ は 、 鉛 直 方 向 に 延 び る 円 柱 形 状 の ポ ー ル １ ０ を 有 し
て お り 、 こ の ポ ー ル １ ０ の 下 端 部 に は 、 キ ャ ス タ ー 板 １ １ が 備 え ら れ て い る 。 キ ャ ス タ ー
板 １ １ は 、 ポ ー ル １ ０ に 直 交 す る 平 面 Ｙ 字 状 を し て お り 、 各 先 端 部 下 面 に 、 ロ ッ ク 機 構 付
き キ ャ ス タ ー （ キ ャ ス タ ー ） １ １ ａ が 備 え ら れ て い る 。 ポ ー ル １ ０ （ 内 視 鏡 支 持 装 置 １ ０
０ ） は 、 キ ャ ス タ ー １ １ ａ に よ っ て 自 在 に 走 行 す る こ と が で き る 。 ロ ッ ク 機 構 付 き キ ャ ス
タ ー １ １ ａ は 、 走 行 可 能 状 態 と ロ ッ ク 状 態 と を 選 択 で き る 周 知 の キ ャ ス タ ー で あ る 。 キ ャ
ス タ ー の 数 は 、 任 意 の 数 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ポ ー ル １ ０ の 外 周 に は 、 ポ ー ル １ ０ と 同 軸 に 短 円 筒 形 状 の 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ が 嵌 め ら れ
て い る 。 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ は 、 ポ ー ル １ ０ に 対 し て 回 転 自 在 及 び 軸 方 向 移 動 自 在 で あ る 。
こ の 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ に は 、 そ の 半 径 方 向 に 貫 通 す る ね じ 穴 に 、 ホ ル ダ ー 固 定 ね じ １ ３ が
螺 合 さ れ て い る 。 こ の ホ ル ダ ー 固 定 ね じ １ ３ を 締 め る と 、 ホ ル ダ ー 固 定 ね じ １ ３ の 先 端 面
が ポ ー ル １ ０ に 押 し 当 て ら れ る た め 、 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ は ポ ー ル １ ０ に 対 し て 所 望 の 位 置
お よ び 方 向 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ に は 、 第 一 の ボ ー ル ジ ョ イ ン ト （ 第 一 の 自 在 継 手 ） ２ ０ を 介 し て 剛 体
支 持 ア ー ム １ ４ が 結 合 さ れ て い る （ 図 １ か ら 図 ３ ） 。 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ は 、 そ れ 自 身 は
屈 曲 不 能 な 柱 状 の 剛 体 で あ り 、 第 一 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ２ ０ に よ っ て 、 方 向 を 自 在 に 設 定 す
る こ と が で き る 。 こ の 方 向 設 定 範 囲 は 、 円 錐 半 径 で 例 え ば ５ ０ ° か ら ９ ０ ° と す る こ と が
で き る 。 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ に は 、 そ の 先 端 部 に 、 第 一 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ２ ０ と は 別 の 第
二 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト （ 第 二 の 自 在 継 手 ） ３ ０ を 介 し て 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ が 結 合 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 一 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ２ ０ は 、 図 ４ の 拡 大 断 面 図 に 示 す よ う に 、 球 状 凹 部 ２ ２ を 有 す る
雌 型 部 ２ １ と 、 こ の 球 状 凹 部 ２ ２ に 回 転 自 在 に 係 合 す る 球 状 凸 部 ２ ３ ａ を 有 す る 雄 型 部 ２
３ と を 備 え て い る 。 雌 型 部 ２ １ は 、 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ の 径 方 向 に 突 出 し て 、 昇 降 ホ ル ダ ー
１ ２ に 一 体 形 成 さ れ る 、 互 い に 離 間 す る 平 行 な 一 対 の 板 体 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ か ら 構 成 さ れ て
い る （ 図 ２ ） 。 一 対 の 板 体 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ に は 、 全 体 と し て 球 状 凹 部 ２ ２ を 構 成 す る 半 球
状 の 凹 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 雌 型 部 ２ １ は 、 別 部 材 と し て 構 成 し 、 例 え ば
溶 接 に よ っ て 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ に 固 定 し て も よ い 。 一 対 の 板 体 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ の 距 離 は 、
ジ ョ イ ン ト 固 定 ね じ ２ ４ に よ っ て 調 節 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 雄 型 部 ２ ３ の 球 状 凸 部 ２ ３ ａ は 、 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ の 長 手 方 向 一 端 部 に 円 柱 状 の 球 体
支 持 部 ２ ３ ｂ を 介 し て 結 合 さ れ て お り 、 該 球 状 凸 部 ２ ３ ａ は 半 球 凹 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ 内 に
位 置 し て い る 。 ジ ョ イ ン ト 固 定 ね じ ２ ４ を 緩 め た 状 態 で は 、 球 状 凸 部 ２ ３ ａ は 自 由 に 回 転
で き 、 従 っ て 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ は 自 由 に 方 向 を 変 え る こ と が で き る 。 一 方 、 同 固 定 ね じ
２ ４ を 締 め る と 、 一 対 の 板 体 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ が 近 接 し 、 雄 型 部 ２ ３ の 球 状 凸 部 ２ ３ ａ は 一
対 の 板 体 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ の 半 球 凹 部 ２ ２ ａ 、 ２ ２ ｂ か ら 押 圧 を 受 け る 。 す な わ ち 、 雌 型 部
２ １ が 雄 型 部 ２ ３ を 締 め 付 け 、 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ の 向 き が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 二 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ３ ０ は 、 図 ５ の 拡 大 断 面 図 に 示 す よ う に 、 球 状 凹 部 ３ ２ を 有 す る
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雌 型 部 ３ １ と 、 こ の 球 状 凹 部 ３ ２ に 回 転 自 在 に 係 合 す る 球 状 凸 部 ３ ３ ａ を 有 す る 雄 型 部 ３
３ と を 備 え て い る 。 雌 型 部 ３ １ は 、 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ に 備 え ら れ て お り 、 互 い に 離 間 す る
平 行 な 一 対 の 板 体 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ か ら 構 成 さ れ て い る 。 一 対 の 板 体 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ に は 、
全 体 と し て 球 状 凹 部 ３ ２ を 構 成 す る 半 球 状 の 凹 部 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ が 設 け ら れ て い る 。 一 対
の 板 体 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ の 距 離 は 、 ジ ョ イ ン ト 固 定 ね じ ３ ４ に よ っ て 調 節 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 雄 型 部 ３ ３ の 球 状 凸 部 ３ ３ ａ は 、 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ の 長 手 方 向 他 端 部 に 円 柱 状 の 球 体
支 持 部 ３ ３ ｂ を 介 し て 結 合 さ れ て お り 、 該 球 状 凸 部 ３ ３ ａ は 、 半 球 凹 部 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ 内
に 位 置 し て い る 。 ジ ョ イ ン ト 固 定 ね じ ３ ４ を 緩 め た 状 態 で は 、 球 状 凸 部 ３ ３ ａ は 自 由 に 回
転 で き 、 従 っ て 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ は 自 由 に 方 向 を 変 え る こ と が で き る 。 ジ ョ イ ン ト 固 定 ね
じ ３ ４ を 締 め る と 、 一 対 の 板 体 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ が 近 接 し 、 雄 型 部 ３ ３ の 球 状 凸 部 ３ ３ ａ が
一 対 の 板 体 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ の 半 球 凹 部 ３ ２ ａ 、 ３ ２ ｂ か ら 押 圧 を 受 け る 。 す な わ ち 、 雌 型
部 ３ １ が 雄 型 部 ３ ３ を 締 め 付 け 、 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ の 向 き が 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ は 、 図 ２ お よ び 図 ６ に 示 す よ う に 、 上 述 の 第 二 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ３ ０
の 雌 型 部 ３ １ を 有 す る 固 定 体 ４ １ と 、 こ の 固 定 体 ４ １ に ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 さ れ る 内 視 鏡
支 持 体 ４ ２ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 固 定 体 ４ １ は 、 柱 状 部 ４ １ ｂ の 長 手 方 向 に 延 び る 左
右 一 対 の 直 線 状 の 溝 か ら な る 直 線 案 内 部 ４ １ ａ を 有 し て お り 、 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ は 、 柱 状
部 ４ １ ｂ に 対 応 す る 嵌 込 凹 部 ４ ２ ａ と 、 こ の 嵌 込 凹 部 ４ ２ ａ の 内 面 に 突 出 形 成 し た 、 直 線
案 内 部 ４ １ ａ に ス ラ イ ド 可 能 に 係 合 す る 一 対 の 係 合 突 部 ４ ２ ｃ を 有 し て い て 、 固 定 体 ４ １
に 対 し て 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ が 進 退 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 嵌 込 凹 部 ４ ２ ａ の 側 壁 に は 、 支 持 体 ね じ 穴 ４ ４ が 設 け ら れ 、 こ の 支 持 体 ね じ 穴 ４ ４ に は
先 端 部 が 柱 状 部 ４ １ ｂ に 当 接 す る 支 持 体 固 定 ね じ ４ ３ が 螺 合 し て い る 。 支 持 体 固 定 ね じ ４
３ を 緩 め る と 、 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ を 固 定 体 ４ １ に 対 し て ス ラ イ ド 移 動 （ 進 退 ） さ せ る こ と
が で き 、 締 め る と ス ラ イ ド 移 動 後 の 位 置 に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ に は 、 内 視 鏡 嵌 込 部 ４ ２ ｂ と 、 該 嵌 込 部 ４ ２ ｂ に 脱 着 で き る 蓋 体
４ ５ を 有 し て い る 。 ま た 、 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ に は 、 外 壁 に 一 対 の フ ッ ク 部 ４ ７ が 備 え ら れ
て お り 、 蓋 体 ４ ５ に は 、 こ の 一 対 の フ ッ ク 部 ４ ７ に 係 合 す る 一 対 の バ ッ ク ル ４ ６ が 備 え ら
れ て い る 。 蓋 体 ４ ５ は 、 一 対 の バ ッ ク ル ４ ６ を 一 対 の フ ッ ク 部 ４ ７ に 係 脱 す る こ と に よ っ
て 、 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ （ 内 視 鏡 嵌 込 部 ４ ２ ｂ ） に 対 し て 自 在 に 着 脱 さ れ る 。 蓋 体 ４ ５ の 内
視 鏡 嵌 込 部 ４ ２ ｂ に 対 向 す る 面 は 、 操 作 部 当 接 面 ４ ５ ａ で あ り 、 内 視 鏡 嵌 込 部 ４ ２ ｂ に 嵌
め 込 ん だ 親 内 視 鏡 １ １ ０ の 操 作 部 １ １ ２ に 当 接 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 構 成 の 内 視 鏡 支 持 装 置 １ ０ ０ は 、 例 え ば 次 の よ う に 使 用 す る 。 ま ず 、 操 作 者 １ ３ ０
は 、 内 視 鏡 検 査 を す る 患 者 付 近 に 内 視 鏡 支 持 装 置 １ ０ ０ を 移 動 さ せ て 、 キ ャ ス タ ー １ １ ａ
の ロ ッ ク 機 構 に よ っ て ロ ッ ク す る （ 位 置 を 設 定 す る ） 。 一 方 、 親 内 視 鏡 １ １ ０ の 挿 入 部 １
１ １ を 患 者 の 体 内 に 挿 入 し 、 観 察 部 位 （ 患 部 ） に 挿 入 部 １ １ １ を 向 け た 状 態 で 、 操 作 部 １
１ ２ を 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ の 内 視 鏡 嵌 込 部 ４ ２ ｂ に 嵌 め 込 み 、 蓋 体 ４ ５ の 一 対 の バ ッ ク ル ４
６ と 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ の 一 対 の フ ッ ク 部 ４ ７ を 係 合 さ せ る こ と に よ っ て 操 作 部 １ １ ２ を 固
定 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ の 位 置 は 、 ポ ー ル １ ０ に 対 す る 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ の 位 置 、 剛 体 支 持 ア
ー ム １ ４ の 方 向 、 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ の 方 向 お よ び 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ の 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ に
対 す る ス ラ イ ド 位 置 を 調 整 す る こ と で 調 整 で き る 。 つ ま り 、 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ の 上 下 位 置
お よ び 回 転 位 置 を 定 め て 、 ホ ル ダ ー 固 定 ね じ １ ３ に よ っ て ポ ー ル １ ０ に 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２
を 固 定 す る 。 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ の 方 向 を 設 定 し た 後 、 第 一 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ２ ０ の ジ ョ
イ ン ト 固 定 ね じ ２ ４ を 締 め る こ と に よ っ て 、 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ に 対 し て 剛 体 支 持 ア ー ム １
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４ を 固 定 す る 。 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ の 方 向 を 設 定 し た 後 、 第 二 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト ３ ０ の ジ ョ
イ ン ト 固 定 ね じ ３ ４ を 締 め る こ と に よ っ て 、 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ に 対 し て 内 視 鏡 支 持 部 ４
０ を 固 定 す る 。 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ の 位 置 を 設 定 し た 後 、 支 持 体 固 定 ね じ ４ ３ を 締 め る こ と
に よ っ て 、 固 定 体 ４ １ に 対 し て 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ を 固 定 す る 。 な お 、 昇 降 ホ ル ダ ー １ ２ を
ポ ー ル １ ０ に 対 し て 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 、 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ お よ び 内 視 鏡 支 持 部 ４
０ は 、 キ ャ ス タ ー １ １ ａ が ロ ッ ク 状 態 で あ っ て も 、 そ の 方 向 を 変 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 内 視 鏡 支 持 装 置 １ ０ ０ に 支 持 さ れ た 親 内 視 鏡 １ １ ０ は 、 操 作 者 が 手 を 離 し
て も 安 定 し た 位 置 に 保 持 さ れ る 。 従 っ て 、 親 内 視 鏡 １ １ ０ の 鉗 子 挿 入 部 １ １ ３ か ら 子 内 視
鏡 １ ２ ０ を 挿 入 し て 、 必 要 な 処 置 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ の 位 置 の 調 整 は 、 内 視 鏡 支 持 装 置 １ ０ ０ の キ ャ ス タ ー １ １ ａ 、 昇 降 ホ
ル ダ ー １ ２ 、 剛 体 支 持 ア ー ム １ ４ 、 固 定 体 ４ １ お よ び 内 視 鏡 支 持 体 ４ ２ を 単 独 ま た は 組 み
合 わ せ て 任 意 に 移 動 さ せ て 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 親 内 視 鏡 １ １ ０ を 内 視 鏡 支 持 装 置 １
０ ０ に 固 定 後 で あ っ て 、 施 術 中 に 親 内 視 鏡 １ １ ０ の 位 置 を 調 整 す る 場 合 に は 、 同 様 に し て
容 易 に 内 視 鏡 支 持 部 ４ ０ （ 操 作 部 １ １ ２ ） の 位 置 を 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 一 の 自 在 継 手 の 雌 型 部 と 雄 型 部 は 、 位 置 関 係 が 逆 で あ っ て も 良 い 。 同 様 に 、 第 二 の 自
在 継 手 の 雌 型 部 と 雄 型 部 は 、 位 置 関 係 が 逆 で あ っ て も 良 い 。 自 在 継 手 の 雄 型 部 は 、 球 体 支
持 部 を 省 略 す る こ と が で き 、 剛 体 支 持 ア ー ム の 長 手 方 向 端 面 以 外 の 面 に 設 け て も 良 い 。 さ
ら に 、 自 在 継 手 は 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト な ど を 用 い る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 支 持 装 置 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 支 持 装 置 の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 支 持 装 置 の 構 成 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 第 一 の 自 在 継 手 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 第 二 の 自 在 継 手 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 内 視 鏡 支 持 部 に お け る 長 手 方 向 直 交 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
１ ０ 　 ポ ー ル
１ １ 　 キ ャ ス タ ー 板
１ １ ａ 　 ロ ッ ク 機 構 付 き キ ャ ス タ ー （ キ ャ ス タ ー ）
１ ２ 　 昇 降 ホ ル ダ ー
１ ３ 　 ホ ル ダ ー 固 定 ね じ
１ ４ 　 剛 体 支 持 ア ー ム
２ ０ 　 第 一 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト （ 第 一 の 自 在 継 手 ）
２ １ 　 ３ １ 　 雌 型 部
２ １ ａ 　 ２ １ ｂ 　 ３ １ ａ 　 ３ １ ｂ 　 板 体
２ ２ 　 ３ ２ 　 球 状 凹 部
２ ２ ａ 　 ２ ２ ｂ 　 ３ ２ ａ 　 ３ ２ ｂ 　 半 球 凹 部
２ ３ 　 ３ ３ 　 雄 型 部
２ ３ ａ 　 ３ ３ ａ 　 球 状 凸 部
２ ３ ｂ 　 ３ ３ ｂ 　 球 体 支 持 部
２ ４ 　 ３ ４ 　 ジ ョ イ ン ト 固 定 ね じ
３ ０ 　 第 二 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト （ 第 二 の 自 在 継 手 ）
４ ０ 　 内 視 鏡 支 持 部
４ １ 　 固 定 体
４ １ ａ 　 直 線 案 内 部
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４ １ ｂ 　 柱 状 部
４ ２ 　 内 視 鏡 支 持 体
４ ２ ａ 　 嵌 込 凹 部
４ ２ ｂ 　 内 視 鏡 嵌 込 部
４ ２ ｃ 　 係 合 突 部
４ ３ 　 支 持 体 固 定 ね じ
４ ４ 　 支 持 体 ね じ 穴
４ ５ 　 蓋 体
４ ５ ａ 　 操 作 部 当 接 面
４ ６ 　 バ ッ ク ル
４ ７ 　 フ ッ ク 部
１ ０ ０ 　 内 視 鏡 支 持 装 置
１ １ ０ 　 親 内 視 鏡
１ １ １ 　 挿 入 部
１ １ １ ａ 　 可 撓 管 部
１ １ ２ 　 操 作 部
１ １ ３ 　 鉗 子 挿 入 部
１ １ ４ 　 挿 入 補 助 部 材
１ １ ４ ａ 　 親 内 視 鏡 連 結 部
１ ２ ０ 　 子 内 視 鏡
１ ３ ０ 　 操 作 者
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为了获得一种易于使用的内窥镜支撑装置，该装置能够
可靠地支撑亲子内窥镜系统中的内窥镜并且在特定方向上具有一定程度
的自由度。 解决方案：一种杆，在其下端部具有一个脚轮，并且能够移
动；一个可旋转地支撑在杆上的升降支架，该升降支架可垂直调节和旋
转，并且通过第一万向节将方向设置到升降支架。 内窥镜支撑不能自由
弯曲的刚性支撑臂，并且内窥镜的操作部分通过第二万向接头自由地连
接到刚性支撑臂的远端。 具有镜支撑部的内窥镜支撑装置。 [选型图]图
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